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	2018年度北陸建築文化賞の公募

	1990年に第1回の表彰を行って以来、第29回目となる2018年度北陸建築文化賞を次のとおり公募します。

	北陸地域の建築文化に対する貢献を優先評価すべく、審査基準を明確にしました。

	会員非会員を問わず誰でも応募できます。住宅等の小規模なものも応募しやすくなっていますので、積極的に応募されますようお願いします。

	日本建築学会北陸支部

	=============================================================================================

	2018年度北陸建築文化賞　募集要項

	１．目的

	北陸･信越地方の建築文化の発展に顕著な貢献が認められる業績または建築作品に対して、その功績を称えこれを表彰することにより、地域の建築文化の振興に寄与するものとする。

	２．募集対象

	（１）業績と建築作品の2部門とする。

	Ａ　業績部門


	北陸支部圏内において実施された建築分野にかかわる重要な業績（街づくり・保存運動・経済・文化・教育・技術・生活などの領域を含む）で、個人又は団体の2018年3月31日までの多年にわたる活動により成果が認められた業績とする。

	Ｂ　作品部門

	北陸支部圏内で建設され、2012年４月1日より2017年10月31日までに完成または竣工した建築作品（住宅設計・修景設計・都市デザイン等を含む。以下作品という。）で、規模の大小・用途・工事種別（新築、増改築、模様替等）は問わないものとする。

	ただし、表彰されるものにあっては、支部大会展示後に返却する。

	（３）応募期間


	2019年1月7日（月）から1月31日（木）17：00までに必着のこと。

	（４）応募料

	業績：無料とする。

	作品：1作品（10,000円）とする。

	応募と同時に支部窓口、現金書留、または銀行振込で納入する。

	５．選定方法

	（１）選定は日本建築学会北陸支部の建築活動審査部会

	（2018年度：熊澤栄二、棒田恵、光田章、宮下智裕、高嶋猛、羽藤広輔）が担当する。

	（２）業績と作品は部門に分けて、書類審査及び必要な場合は現地調査を行う。

	６．選定基準

	北陸・信越地方の建築文化の発展に寄与する業績又は作品とし、次の観点から評価を行い選定する。

	1　地域の建築文化の振興（保全・再生・継承）又は新たな創造

	2　地域の建築に関する調査・研究・教育・普及

	3　地域の景観づくり

	4　地域固有の建築技術・産業の振興

	5　地域住民・地域団体との協働

	6　市民活動・行政施策等への波及

	7　地域社会が目指す方向性の示唆・支援

	8　相当期間継続・反復されたもの、または今後の持続性

	1　地域の特性をふまえた計画・構造・設備・工法等の適合性

	2　地域建築文化の継承・保全・再生・振興又は新たな創造

	3　町並み景観・自然環境への適合性

	4　地場産材料の活用等地域建築産業に対する配慮

	5　地域住民・地域団体との協働

	6　施主・利用者・市民等の評価

	7　地球環境・サスティナブル性への配慮

	8　メンテナンス・ライフサイクルへの配慮

	9　災害等に対する安全性



	７.　選考結果

	選定結果は2019年3月末までに応募者に通知する。


	８.　表彰

	（１）表彰点数

	業績と作品を併せて4点以内とする。

	賞は、表彰状と賞牌とし表彰１件につき各１個とする。なお、賞状には業績名又は作品名及び関係者を記載し、賞牌には業績名又は作品名を刻印する。

	表彰する業績・作品は建築雑誌に掲載し、さらに北陸支部のホームページでその概要を一般に公表する。

	なお、公表する概要については、別途概要原稿（デジタルデータ）を提出するものとする。この原稿に使う文書及び写真の著作権は応募者に帰属するが、応募者の許諾を取ることにより、建築学会北陸支部はその無償の利用権を持つ。

	１０.その他




